





































府は LOTE（Language other than English）政策を打ち出した。その際、日本語は LOTEにおけ
る９つの優先学習言語として選ばれた。さらに、オーストラリア政府がアジアとの経済的な関
わりを重視し始めたことにより、日本語を含めた４つのアジア言語（１）を優先学習言語とする政




代後半からは NALSASの後継プロジェクトである NALSSP（National Asian Languages and Stud-
ies in Schools Program）が実施され、日本語教育は継続的に支援を受けた。２０１２年以降は NALSSP
の終了とともに、各州の教師研修や教材開発に関わる動きが鈍くなったものの、２０１２年１０月に


































































『 Happy Family Plan』を用
いた教材
・National Statement for Language Edu-
cation in Australian Schools
（２００５－２００８）



























２００５年に発表された国家声明書「National Statement for Language Education in Australian Schools
−National Plan for Language Education in Australian Schools２００５－２００８」では、外国語教育の質や
内容についての考え方が示され、学校教育において ILLの考え方が推奨された。ILLという外
国語教育に対する大きな流れを踏まえて、JFシドニーはニューサウスウェルズ州立美術館と












・ICTに関する技能・理解（Information and communication technology capability）
・思考スキル、創造性（Critical and creative thinking）
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